
令和３年度第１回みえスタディ・チェックの結果（小学校国語） 

１ 第４学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 知識及び技能 

56.8% 
（6.2 問/11 問） 

12.08% 48.6% 27.3% 52.4% 59.6% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（３）各問題の正答率     ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善状況 

1 

一（１）
① 

「（まどを）あけて」の漢字として正しいものを選択

する 選択 90.4% － － 

一（１）
③ 

「かさなって」を漢字で書いたときの送り仮名が正し

いものを選択する 選択 80.0% － － 

一（２）

② 
「長い」の被修飾語を選択する 選択 53.6% － － 

二 文の主語を選択する 選択 54.5% 55.4% -0.9 

三 「切手」をローマ字で書く 短答 43.0% 33.0% +10.0 

２ 

一 調べた内容に対応している「発表メモ」の項目を選択

する 選択 66.3% 63.8% +2.5 

二（１） 
「発表原稿」の中で，「こちらの【し料】を見てくだ

さい。」という一文を加える場所を選択する 選択 52.2% 48.7% +3.5 

二（２） 
「三重県でお茶作りがよく行われている理由」となる

内容を資料から全て取り上げて書く（50 字～70 字） 記述 27.3% 28.0% -0.7 

３ 

一 
カエルのくらしにあった目のつくりの説明として適

切なものを選択する 選択 61.4% 76.4% -15.0 

二 
カエルの耳はどこにあるか，空欄に当てはまる言葉を

文章から抜き出す 短答 61.7% 74.9% -13.2 

三 
古田さんが知りたいことを目次を利用して調べると

きに，どのページから読み進めたらよいかを選択する 選択 34.0% 49.9% -15.9 

 

 

 

 

 



【成果】 

・促音を含む言葉をローマ字で書く問題で改善が図られていますが，依然とし

て課題です。 

・発表の中で効果的に資料を提示するタイミングを選択する（話の構成を考え

る）問題で改善が図られています。 

 【課題】 

  ・文の主語を選択する問題で引き続き課題が見られます。 

  ・科学に関する文章を読み，目的に応じて必要な情報を捉える問題で課題が見

られます。 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

  ① 課題が見られる問題 

 ３三の設問 （正答率：34.0%）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    辞書や辞典の使い方を理解し，必要な情報を見付けて読むことができるよ

うに指導する 

   

 
 
 
 

調べる学習などを行う際，児童の状況は様々です。目次や索引の特徴を知

り，自分の目的や状況に応じて使い分けるなど，本や文章全体から必要な情

報を得るための効果的な読み方を身に付け，活用できるようにすることが大

切です。 

調べたい内容が大まかに決まっている場合は，目次を活用して書かれてい

そうなページを見付けてから読むよう指導します。また，調べたい事柄がは

っきりしている場合は，索引を活用するとよいことを指導します。 

なお，辞書や辞典については，調べる学習などにおいて活用できるように

することが求められ，国語科に限らず，他の教科等の調べる学習や日常生活

の中でも積極的に利用できるようにすることも大切です。 

 

  ③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学習指導要領における領域・内容 

３・４年生 〔知識及び技能〕（２）情報の扱い方に関する事項 

イ 比較や分類の仕方，必要な語句などの書き留め方，引用の仕方や出典の

示し方，辞書や辞典の使い方を理解し使うこと。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 31 年度全国学力・学習状況 小学校国語２から作成） 

 

 

 

 

＊学校の先生は，上記のワークシートを「授業改善サイクル支援ネット」の「ワークシート・

問題ダウンロード」から，ダウンロードできます。 



２ 第５学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

話す・聞く 書く 読む 知識及び技能 

60.8% 
（10.3 問/17 問） 

8.26% 48.1% 36.8% 74.3% 59.4% 
 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（３）各問題の正答率     ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善状況 

1 

一（１） 
「まったく」を漢字で書いたときの送り仮名が正しい

ものを選択する 
選択 72.4% － － 

一（２） 「さむ（い）」を漢字で書く 短答 63.1% 52.0% +11.1 

一（３） 「かんしん」を漢字で書く（関心） 短答 34.5% 30.9% +3.6 

一（４） 「ねが（い）」を漢字で書く 短答 77.9% － － 

一（５） 「しず（か）」を漢字で書く 短答 83.0% 80.0% +3.0 

二 文の主語を選択する 選択 53.6% 36.0% +17.6 

三 接続語を使って一文を二文に分けて書く 短答 36.5% 27.8% +8.7 

四 主語と述語のつながりが合うように文を直す 短答 54.1% 38.1% +16.0 

２ 

一ア 
感想アが，①と②のどちらの詩について書かれた感想

かを選択する 
選択 91.0% 85.7% +5.3 

一イ 
感想イが，①と②のどちらの詩について書かれた感想

かを選択する 
選択 87.2% 83.9% +3.3 

一ウ 
感想ウが，①と②のどちらの詩について書かれた感想

かを選択する 
選択 79.5% 78.7% +0.8 

一エ 
感想エが，①と②のどちらの詩について書かれた感想

かを選択する 
選択 78.5% 76.5% +2.0 

二 
二つの詩のどちらを紹介するかを選び，詩の良さやそ

の理由を記述する（60 字～80 字） 
記述 35.3% 37.8% -2.5 

３ 

一 
話し合いを基に作成した報告で示す資料として，適切

なものを選択する 
選択 74.2% 54.1% +20.1 

二 

【報告内容】の空欄に当てはまるよう【アンケート結

果】の質問２から分かることを数字を入れて記述する

（50 字～60 字） 

記述 22.0% 9.2% +12.8 

４ 

一 
調べたことを報告する文章にまとめるときの工夫と

して適切なものを選ぶ 
選択 69.3% 75.6% -6.3 

二 

地域の人たちと交流会でしたい昔の遊びを一つ選び，

その理由を複数の資料の内容から取り上げて記述す

る（60 字～100 字） 

記述 20.7% 31.3% -10.6 



【成果】 

・話し合いを基に，目的に応じた資料を選択する問題で改善が図られています。 

・文の主語を選択したり，主語と述語とのつながりが合うように文を直したりす

る問題で改善が図られています。 

 【課題】 

・目的に応じて，複数の資料を関連付けながら自分の考えをまとめることに課題

が見られます。 

・調べたことを報告する文章を読み手に分かりやすくするための工夫を捉えるこ

とに課題が見られます。 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

  ① 課題が見られる問題 

 ４二の設問 （正答率：20.7%）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    調べて分かった事実の中から，自分の考えを支える理由となる内容を取り

上げてまとめることができるように指導する 

   

 

 

 

 

調べたことを報告する文章では，調べた結果から自分がどのような考えをも

ったかを述べることになります。その際，調べて分かった事実が自分の考えを

支える理由や事例となります。これを踏まえ，より説得力をもって自分の考え

を伝えるためには，調べて分かった事実の中からふさわしいものを取り上げ，

自分の考えとの関係を十分に捉えて書くことが重要です。そのためには，ま

ず，調べて分かった一つ一つの事実に対する自分の考えをもち，目的や意図に

応じた自分の考えの中心を明確にしながら書くことが大切です。 

また，「なぜなら～」，「その理由は～」，「～ためである」など，理由を示す

ことを明確にする表現や，「例えば～」，「～などがそれに当たる」など事例を

示す表現を用いることができるようにすることも大切です。 

 

③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学習指導要領における領域・内容 

３・４年生 〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ 書くこと 

ウ 自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして，書き表し

方を工夫すること。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生の

ページ」，「学-Viva!!セット（小学校）」内の「国語 第１５弾 調べたことを報告する文章

を書こう sko_viva15001」から，ダウンロードできます。 

 



  ④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

平成 31 年度（令和元年度）「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた」授業アイディア例 



令和３年度第１回みえスタディ・チェックの結果（小学校算数） 

１ 第４学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 図形 測定 
データの

活用 

59.0% 
（5.3 問/９問） 

3.48% 60.5% 54.0% 41.3% 79.3% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率     ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善状況 

1 

(１) 34×27 を計算する 短答 73.3% 72.7% +0.6 

(２) 18 は６の何倍かを求める式と答えを書く 短答 81.5% 76.9% +4.6 

(３) 12÷３の式で求められる問題をすべて選択する 選択 41.7% 37.2% +4.5 

２ 

(１)① １ｍを２等分した１つ分の長さを分数で表す 短答 70.8% － － 

(１)② ２ｍを６等分した２つ分の長さを分数で表す 短答 35.3% － － 

(２) 
午前 10 時 45 分から午後１時 30 分までの時間を

求める 短答 41.3% 47.3% -6.0 

(３) 

好きなスポーツを表した棒グラフから，人数が一番

多いスポーツと，3 番目に多いスポーツの人数の違

いを求める 
短答 79.3% 69.0% +10.3 

３ 

(１) 

円のまわりの長さを12等分した点や円の中心を直

線で結んでかいた三角形から，二等辺三角形を選択

する 
選択 80.5% 76.4% +4.1 

(２) 

折り紙を使って正三角形を作成する方法に基づい

て正三角形ができる理由を，正三角形の特徴を使っ

て説明する 
記述 27.5% 25.3% +2.2 

【成果】 

・棒グラフから必要な数値や差を読み取る問題で改善が図られています。 

・整数の除法の意味について問う問題で改善が図られています。 

 【課題】 

・日常生活の中で必要となる時間を求める問題で課題が見られます。 

 



（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

  ① 課題が見られる問題 

 ２（２）の設問 （正答率：41.3 %）                             

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    開始時刻と終了時刻，所要時間の関係を捉えることができるように指導する 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時刻や時間を求めることについては，実際に時計の模型の針を動かし，針が

進んだ目盛りの数を数えたり，数直線上に表された時刻や時間を読んだりする

ことを指導します。その際，正時（分や秒の端数の付かない時刻）や正午を区

切りとして考えることにも触れることが考えられます。 

計算によって求める場合には，日常生活で必要となる場面で指導するように

し，いたずらに複雑な単位の換算は避けるようにします。 

時間の適切な単位を用いて，時刻や時間を求めることについては，日常生活

における時間の経過を捉えて考えることが大切です。例えば，時計の長針が１

周を超えたり正時をまたいだりする時刻や時間を求めることについては，模型

の時計の針の動きを観察したり，数直線上の目盛りやその間について観察させ

たりすることを通して考えさせることが大切です。 

  

 

 

 

 

■学習指導要領における領域・内容 

３年生 Ｃ 測定（２）時刻と時間 

時刻と時間に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることがで

きるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(イ) 日常生活に必要な時刻や時間を求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ア) 時間の単位に着目し，時刻や時間の求め方について考察し，日常生活

に生かすこと。 

 

 



③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生の

ページ」，「学-Viva!!セット（小学校）」内の「算数 第 20 弾 時こくや時間のもとめ方を

考えよう ssa_viva20002」から，ダウンロードできます。 

 



  ④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

平成 21 年度「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた」授業アイディア例 

 



２ 第５学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

数と計算 図形 測定 
データの 

活用 

57.0% 
（9.1 問/16 問） 

3.95% 65.4% 50.1% 40.4% 53.4% 

 

（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率     ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善状況 

1 

(１) 4.6-0.21 を計算する 短答 75.7% 70.6% +5.1 

(２) 
棒グラフを読み取り，2010 年の水の使用量が 1980

年の水の使用量の何倍かを求める 
短答 66.4% 60.3% +6.1 

(３) 1.5÷３の式で求められる問題をすべて選択する 選択 52.2% 47.1% +5.1 

２ 

(１)① １ｍを３等分した２こ分の長さを分数で表す 短答 80.0% － － 

(１)② ２ｍを８等分した３こ分の長さを分数で表す 短答 51.0% － － 

(２) 180°を基に 180°以上の角の大きさを求める 短答 68.8% － － 

(３) 
午前 10 時 35 分から午後１時 15 分までの時間を求

める 
短答 40.4% － － 

(４) 
58674 を，四捨五入して，千の位までの概数で表し

たものを選択する 
選択 67.3% 70.7% -3.4 

３ 

(１) 
示されたかけ算の中で積に同じ数字が並ぶ計算を選

択する 
選択 87.5% 92.3% -4.8 

(２) 
２人の説明を基に，37×24 の積が 888 になること

を，式や言葉を使って説明する 
記述 42.9% 55.8% -12.9 

４ 

(１) 
長方形の紙を１本の対角線で切ったときにできる図

形の名前を選択する 
選択 64.6% 74.4% -9.8 

(２) 

示された図形の面積を求めるために，長方形ＡＢＨＦ

を長方形ＥＨＣＤの上に動かしてできた長方形ＡＨ

ＣＦの縦の長さを表す式を書く 

短答 36.8% 53.7% -16.9 

(３) 

示された形の面積の求め方にある「24-６」について，

「24」と「６」がどのような図形の面積を表している

のか，言葉と数，記号を使って説明する 

記述 30.4% 48.9% -18.5 



５ 

(１) 

１組から４組までの学級ごとの折れ線グラフから，６

月 10 日から７月 20 日までの期間で，高さののびが

一番大きかったのは，何組のヒマワリか書く 
短答 37.1% － － 

(２) 

１組から４組までの学級ごとの折れ線グラフから，６

月10日から７月20日までの期間のそれぞれの学級

のヒマワリの高さについて，わかったこととして正し

いものを選択する 

選択 67.5% － － 

(３) 

示された棒グラフが３組ではない理由を，棒グラフと

折れ線グラフの指示された部分から，言葉と数を使っ

て説明する 
記述 42.7% － － 

【成果】 

・棒グラフから，2010 年の市全体の水の使用量が 1980 年の市全体の水の使用

量の何倍かを読み取る問題で改善が図られています。 

・小数の除法の意味について問う問題で改善が図られています。 

 【課題】 

・長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を説明する問題で課題が見られま

す。 

・示された図形の面積の求め方を解釈し，その求め方の説明を記述する問題で

課題が見られます。 

   

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

  ① 課題が見られる問題 

 ４（２）の設問 （正答率：36.8 %）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    図形を構成する要素に着目し，図形の面積の求め方を考えることができるよ

うに指導する 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導に当たっては，長方形や正方形，及びそれらを組み合わせた図形の面積

を求める際，単位となる正方形を敷き詰めるのではなく計算によって面積を求

める方法について考えることができるようにすることが大切です。 

正方形や長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を，既習の正方形や長方

形の求積公式を活用することで求めることができるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

例えば，この形の面積を求める際には，（あ）のように具体的に方眼を引いて

考え，「１cm2が幾つあるか数えたら 24cm2になる」と説明できます。これは面積

の意味に基づく説明です。また，（い）のように三つの長方形に分けたり，（う）

のように二つの長方形に分けたりして，それぞれの長方形の面積を計算により

求めてから合わせると考えることもできます。さらに，（え）のように，大きな

長方形の面積から斜線部分の長方形の面積を引くと考えることもできます。 

また，６×４＝24 と乗法１回で求めている式を考え

る児童もいるかもしれません。この場合も，６×４の４

とはどこのことだろうと探り，求め方を理解させます。 

このように，多くの求め方があることを学級全体で確認していくとともに，

面積を求めることができたアイディアについて確認しておくことが重要です。 

   

 

 

 

 

■学習指導要領における領域・内容 

４年生 Ｂ 図形（４）平面図形の面積 

平面図形の面積に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(イ) 正方形及び長方形の面積の計算による求め方について理解するこ

と。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ア) 面積の単位や図形を構成する要素に着目し，図形の面積の求め方を

考えるとともに，面積の単位とこれまでに学習した単位との関係を考

察すること。 

 

 



③ 課題に対応したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生の

ページ」，「学-Viva!!セット（小学校）」内の「算数 第 20 弾 面積の求め方を考えよう

ssa_viva20004」から，ダウンロードできます。 

 



④ 課題の改善に向けた授業例の紹介（授業アイディア例より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立教育政策研究所ホームページ 

平成 31 年度（令和元年度）「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた」授業アイディア例 



令和３年度第１回みえスタディ・チェックの結果（小学校理科） 

１ 第５学年 

（１）平均正答率，平均無解答率及び領域別平均正答率 

平均正答率 

（平均正答数） 

平均 

無解答率 

領域別平均正答率 

物質 エネルギー 生命 地球 

50.9% 
（8.7 問/17 問） 

4.05% 42.9% 51.0% 68.8% 44.8% 

 
（２）正答数別分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）各問題の正答率     ※網掛けは，正答率が過去より 5ポイント以上低い問題です。 

問題番号 問題概要 
問題 
形式 

正答率 
過去 

同一問題
正答率 

改善状況 

1 

(１) 
乾電池１個のときと比べて，プロペラが速く回る乾電

池とモーターのつなぎ方を選択する 
選択 65.9% 66.0% -0.1 

(２) 

乾電池とモーターのつなぎ方のうちプロペラが回ら

ないものを選択し，選択したつなぎ方のプロペラを回

るようにするにはどうすればよいか選択する 

選択 47.8% 55.1% -7.3 

(３) 
検流計の針が乾電池１個をつないだときと同じよう

になるつなぎ方を選択する 
選択 39.4% 33.6% +5.8 

２ 

(１) 
親鳥の子育てのじゃまをせずに，安全に気をつけてひ

なのようすを観察できる方法を選択する 
選択 73.9% 80.4% -6.5 

(２) 

【たかしさんのまとめ】が，鳥の翼と人の腕のつくり

について，どのようなことを比べてまとめたものかを

選択する 

選択 66.3% 74.4% -8.1 

(３) 「関節」の名称を書く 短答 80.9% 78.0% +2.9 

(４) 
腕の模型を使うと，腕が曲がる仕組みのどのようなことが

説明できるか選択する 
選択 54.1% 53.2% +0.9 

３ 

(１) 
方位磁針の適切な操作方法を選択し，選択した方位磁

針における正しい太陽の方位を書く 
短答 35.7% 25.1% +10.6 

(２) 「方位じしん」の名称を書く 短答 78.7% 88.4% -9.7 

(３) 
影の観察記録を基に，木の影の長さの変化を表すグラ

フを選択する 
選択 57.4% 53.5% +3.9 

(４) 

影の観察記録の影の様子から，観察した日の１日の気

温の変化を表したグラフを選択し，そのグラフを選択

した理由を書く 

記述 7.4% 15.6% -8.2 



４ 

(１) 「フラスコ」の名称を書く 短答 69.9% 62.3% +7.6 

(２) 

あすかさんの予想が正しいことを確かめるための新

たな実験方法と予想される結果の組み合わせを選択

する 

選択 23.0% 20.3% +2.7 

(３) 
水と空気は，温めたり冷やしたりすると体積は変わる

が，その変化の程度には違いがあることを書く 
記述 31.1% 26.3% +4.8 

(４) 
温度の違いによる金属の体積変化について説明した

文の空欄に入る，適切な言葉を書く 
短答 33.1% 29.3% +3.8 

５ 

(１) 
水の温まり方の予想を基に，温度計が示す温度が高く

なる順番を選択する 
選択 46.4% 51.7% -5.3 

(２) 
水の温まり方について，実験結果から考え直した内容

を選ぶ 
選択 54.2% 49.5% +4.7 

【成果】 

・乾電池のつなぎ方と電流の大きさや向きとの関係を，検流計の針のふれ方に 

適用し，考察する問題で改善が図られています。 

・方位磁針の適切な操作方法を問う問題で改善が図られています。 

・フラスコの名称を問う問題で改善が図られています。 

 【課題】 

・モーターを回すために，誤った乾電池のつなぎ方を改善する方法を問う問題 

 で課題が見られます。 

・方位磁針の名称を問う問題で課題が見られます。 

  ・天気の様子と気温の変化の関係についてデータを基に分析し，その理由を説

明する問題で課題が見られます。 

 

（４）課題が見られる問題とその課題の改善に向けた指導のポイント 

  ① 課題が見られる問題 

 １（２）の設問 （正答率：47.8%）                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 課題の改善に向けた指導のポイント 

    乾電池の数を増やした際の電気の働きの変化や，直列つなぎ，並列つなぎ 

の際の導線や乾電池のつなぎ方について正確に捉えるよう指導することが大 

切です。 

   

 

 

 

 

 

 

指導に当たっては，例えば，乾電池のつなぎ方においては，同じ直列つなぎで

も乾電池の置き方には様々なものがあることを確認する活動などが考えられます。

また，回路の導線を伸ばしてつなぎ方を分かりやすくしたり，乾電池の極を確認

するために導線を指でたどったりして電気の流れや流れる向きについて確認する

などの学習活動が考えられます。 

  

■学習指導要領における領域・内容 

４年生 A 物質・エネルギー（３）ア（ア） 

ア 次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を身に付ける

こと。 

（ア）乾電池の数やつなぎ方を変えると，電流の大きさや向きが変わり，豆 

電球の明るさやモーターの回り方が変わること。 



  ③ 課題に対応したワークシート 

 

＊学校の先生は，上記のワークシートを「みえの学力向上県民運動」のホームページ「先生の

ページ」，「６月・７月期の学習に対応したワークシート（小学校）」，「４年 電流のはたら

き sri_67ws003」から，ダウンロードできます。 

 


